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英国総選挙2010：主要紙の支持政党 
 

英国の新聞は、党派色がはっきりしているのが特徴の一つ。高級紙だと、デイリー・テレグラ

フとタイムズが保守系で、インディペンデントとガーディアンが左派系、FTはビジネス界の利
益代表、といった色分けが一般に可能である。 

但し、それが常にそのまま政党支持に反映されるかというと、必ずしもそうとは限らない。下の

チャートは4日付ガーディアン紙に掲載されたチャートで、1945年から前回2005年の総選挙
までの、主要紙の支持政党を示している。赤＝労働党、青＝保守党、黄＝自民党で、色が半

分ずつになっているのは2党の戦術投票を読者に呼びかけている場合を表す。デイリー・テレ
グラフ（保守）、デイリー・メール（保守）やデイリー・ミラー（労働）のように支持政党が固定して

いる新聞もある一方、最近ではニューレーバーの隆盛に合わせて勝ち馬に乗り換えたサンや

タイムズ（共にルパート・マードックのニューズ社が親会社）のように、「日和見的な」新聞もあ

る。また、左派系のインディペンデントとガーディアンはケース・バイ・ケースで労働党と自民党

の間でスイッチ、または両党への戦術投票呼びかけをしてきている。 

今回の総選挙では、まず昨年10月の党大会シーズンに、いち早く大衆紙のサンが労働党か
ら保守党への乗り換えを発表。その後、この一週間内にタイムズとFTが保守党へ、ガーディ
アンが自民党へと乗り換えた。さらに雑誌のエコノミストも直近号で労働党から保守党への乗

り換えを宣言した。この結果、今回の選挙で労働党支持に留まったのは、大衆紙のデイリー・

ミラーのみということになった。 

但し、ニューメディアの隆盛におされて新聞全体が読者数をかなり減らしているし、かつて（た

とえば92年のキノック率いる労働党に対するサンの徹底攻撃）のような影響はないとの見方
が一般的である。とくに今回は初の試みの党首テレビ討論が選挙戦の流れを大きく変える役

割を果たし、新聞はせいぜいその流れを増幅させただけと言われている。 

参考までに、英国の新聞の発行部数とインターネット・サイトのビジター数のデータを次頁に

挙げる。データは2010年3月のもの。ちなみに、党首テレビ討論の視聴者数は、概数で第１回
（ITV放映）が1,000万人、第2回（Sky放映）が400万人、第3回（BBC放映）が800万人。英国
の有権者数は約4,500万人である。 

レポート 



5 May 2010  
 

2 

図：主要紙の支持政党の推移 

 

出所）http://www.guardian.co.uk/news/datablog/2010/may/04/general-election-newspaper-support 
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